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社会・労働関係文献月録 

『大原社会問題研究所雑誌』2013年度総目次 

月例研究会 

所　報　2013年12月 

　特集にあたって 

　資料と活動の交流拠点だった「都立多摩社会教育会館 

　　市民活動サービスコーナー」 

　資料保管運動から資料センター開設まで 

  “市民活動資料”に，人びとの息遣いを訊く 

　誰が，どんな思いで，誰に残すのか 

  「市民活動資料」センターと市民運動を支える社会教育 

 

  「市民活動資料」の保存・調査・活用をめぐって 

　市民活動資料――保存と公開の全国的状況 
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Special Issue：Citizen Activity/ Civic Movement and 
　Materials of Citizen Activities and their Center 
　About This Special Issue
　‘The Service Corner for Citizen Activities’ in the Tama Tokyo Metropolitan 
　　Tama Public Institution of Social Education was a Place of 
　　Communication for Materials and Activities
　The Process from the Safekeeping Movement for Materials to the 
　　Establishment of Material Center
　Hearing the Voices of People through ‘Materials of Citizen Activities’ 

　Who Leaves Materials? For What Purpose? and To Whom?
 
　A Center for ‘Materials of Citizen Activities’ and Social Education for 
　　Civic Movements
　Preservation, Research, and Using of  ‘Materials of Citizen Activities’
　 
　Materials of Citizen Activities: the Situation of their Preservation and 
　　Openness in Japan

Book Reviews
　MATSUMURA Fumito, Inter-company Wage Negotiations

　TONAI Kazuhiro, Employment Adjustment in Germany

Bibliography of Publication on Labour and Social Issues

Annual Index of The Journal of Ohara Institute for 
　Social Research （Academic Year 2013）

Monthly Research Meeting
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■書評と紹介 

　松村文人編著『企業の枠を超えた賃金交渉』 

　藤内和公著『ドイツの雇用調整』 

【特集】市民活動・市民運動と市民活動資料，市民活動資料センター 
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　　　 被災地の安全健康と復興の現在 
◆巻頭言＜俯瞰＞３．11まるごとアーカイブスの意義 
と活用　長坂俊成　◆福島第一原子力発電所作業員の 
労働衛生対策――対策の評価と課題　森　晃爾　◆事 
業復興と従業員の心身の健康維持に向けた支援　大堀 
徳豊・矢沢美千代　◆被災地自治体職員のこころの健 
康――実態調査と対策　西田一美　◆被災地の石綿問 
題とこれからの石綿対策　外山尚紀　◆森林資源を活 
用した復興の家づくり――＜板倉構法＞と＜結い＞の 
家づくり　鈴江茂敏　◆公共交通の復旧で，地域の再 
生・復興を――地域住民，行政，企業，労働組合の協 
働で　東　博 
 
 
◆新連載：保護具の活用で安全衛生の充実を１ 
　…………………………………………………小野宏逸 
◆職域における肝炎ウイルス対策・２　職場での肝炎 
　ウイルス検査実施時に必要な対応 
　……………………佐々木七恵・和田耕治・江口　尚 
◆にっぽん仕事唄考・６　炭鉱から生まれた仕事唄 
　（その６）……………………………………前田和男 
◆研究室とつないで・33　活水女子大学看護学部 
　…………………………………………………永田耕司 
◆拾いある記・３………………………………生井　巌 
◆口絵　CSRがつなぐ地域社会と中小企業３ ［見る・ 
　活動］・38 ………………………株式会社渡辺製作所 
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特集  「先生」の働き方 

エッセイ 
　＜はじめに＞ 
 
　＜医師の世界＞ 
 
　＜弁護士の世界＞ 
 
　＜閑話休題＞ 
　＜教師の世界＞ 
 
 
 
 
 
　＜まとめにかえて＞ 
 
エッセイ 
 
書評 
 
 
論文Today 
 
フィールド・アイ 

 
「先生」の職業威信 
師業と士業の由来―医師はなぜ医士ではないのか 
医師と労働―その歴史と展望 
安心な医療体制を築くために―医師の労働環境とそのsustainability 
弁護士の働き方 
労働者としての弁護士 
職業としての政治家 
大学の先生と労働 
制度改革期における中学校・高等学校教師の仕事 
講師・インストラクターの労働市場 
非正規教員の増加とその問題点―教育労働の特殊性と教員キャリアの視角から 
能楽の先生 
芸術系大学出身者と労働 
プロフェッショナルの働き方と契約，労働者性 
 
学術論文の「パッケージング」―投稿作法を考える 
 
松尾　睦著『成長する管理職―優れたマネジャーはいかに経験から学んでいるのか』 
松田茂樹著『少子化論―なぜまだ結婚，出産しやすい国にならないのか』 
 
出産は女性の労働市場での成功にとって障害になっているのか？ 
 
なぜチップを渡すのか？ 




